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千葉大学（亥鼻）医学系総合研究棟　完成
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こだわり抜いて確かな品質を 未来の医療を担う治療学研究拠点

設計コンセプト

千葉大学　学長　中山　俊憲

（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　４月７日　（水曜日）
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　亥鼻キャンパスの医学部本館は、年に建設された最
古のブロック型病院建築を年以上利活用してきました。
本学では基礎医学や臨床医学のエキスパートを輩出する
際、患者の視線で医療従事し治療することを最重要の使命
と教えており、これを「治療学」と称して学部のテーマに
掲げています。
　治療学とは、難治性疾患に対して治療の道を拓き、ＱＯ
Ｌ（クオリティ・オブ・ライフ）の改善を導くもので、こ
れを目指す研究医と、理念に基づき高い倫理観と患者さん
への思いやりを持つ臨床医の連携によって実現します。本
学はその教育プログラム実践の場として、新たな総合研究
棟には、この理念を貫くために「治療学研究棟」の名称を
与え、先端技術を駆使し、内外とのパートナーシップも活
用し、新しい医療や薬学の開発に臨みます。
　階建ての建物は低層部分に教育部門を配置し、講義室
や実習室を通して病理学、法医学などの学びを展開します。
中層部には管理部門を置き、学生が集い談話のできる、吹
き抜けのある空間を用意しました。５階から上は約室の
各研究室を集中させ、効率的な研究開発事業を進めます。
　医療の技術は、より安全で確実に、絶えず進歩していく
必要があります。そのためには現在だけでなく、将来の施
設活用も見据えた変化への対応が求められ、この研究棟に
もフレキシブルにフロアを使い続けられる構成を取り入れ
ました。このような布陣をもって、大学附属病院と隣接し
た教育の場が整備されたことは、学部内の教員にも学生に
も、現場で治療学を実践する医療関係者にとっても、いっ
そう高いモチベーションを鼓舞できるでしょう。
　奇しくも新型コロナウイルス感染症という、見えざる脅
威と向き合わねばならない時代です。しかしながら最前線
で働く医療従事者たちの危機感を報じる場面は多くとも、
患者の健康回復のために奔走する彼らの横顔や医療を学ぶ
医学生、看護学生たちの真剣な表情はなかなか表に出ない
ものです。我々の治療学への研鑽を、この研究棟を通して
広く知っていただければと切に願うものであります。

■名　　　　　称／千葉大学医学系総合研究棟（治療学研究棟）
■所　　在　　地／千葉市中央区亥鼻１－８－１
■建　　築　　主／国立大学法人千葉大学
■基本・実施設計／山下設計・清水建設一級建築士事務所共同企業体
■施　　　　　工／清水建設株式会社千葉支店
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　物　規　模／Ｓ造（柱ＣＦＴ）階建て。建築面積，．㎡（届出部分）、

延床面積，．㎡
■工　　　　　期／年６月～年３月

第一講義室

第一実習室 多目的ＩＴ室
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　本施設事業は、グローバル化に対応した次世代の多様な
ニーズに応える医療人を総合的に育成するため、世界最高水
準の教育研究基盤の構築と未来の医療を担う治療学研究拠点
を創成する総合研究棟の建設を目的としている。
　千葉大学亥鼻キャンパスは医療系３学部（医学、薬学、看
護学）の施設とともに医学部附属病院により構成される。長
年抱えていた研究棟と病院の距離が遠いという問題を解消す
るため、総合研究棟は附属病院に隣接して配置し、渡り廊下
で接続させている。今後は、一層の機能連携を強化するとと
もに、教育と研究に専念できる環境となる。

　建築計画では研究者間の交流とコミュニケーションを引き
出すための空間づくりに取り組んだ。主に人が行きかう中央
のコア部分に三つのラウンジを配置した。ラウンジは吹抜に
沿った緩やかな階段と接して計画し、上下階の研究者たちが
気軽に声掛や会話が生まれる場となることを期待している。
　また、エントランスホールに面した吹抜空間にさまざまな
学習環境に対応できるアクティブラーニングスペースを設け
ている。アクティブラーニングでの活気ある講義の様子や授
業展開が見えることで、施設全体の活性化が図れることを目
指している。
株式会社山下設計　宮嶋聡　　清水建設株式会社　住田樹紀
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